
 

 

歯科医療は「生きる力を支援する生活の医療」と位置づけられています。 

人がその人らしく生きていくために、｢口腔機能｣は欠かせない機能であり、生涯にわたるQOLの維持向上に深く関わって

いるからです。 

わが国では、総人口に占める６５歳以上の高齢者人口の割合（高齢化率）は、平成３７年には３０％を超え、平成６７年には

４０％を超えると推測されています。（「高齢社会白書」参照）この高齢化の進展に伴い、要介護高齢者の増加や介護期間

の長期化など介護に対するニーズが増大し、要介護度が高くなるほど歯科治療の必要性も高くなりますが、歯科治療を受

診した割合は２７％に過ぎない状況です。これは、訪問歯科診療をはじめとした医療・介護における歯科関連サービスの認

知度が低い状況にあるのが現状だといわれています。（中央社会保険医療協議会「在宅歯科医療について」参照） 

厚生労働省保険局歯科医療管理官鳥山佳則氏はこういった現状と課題に対する取り組みとして、医療連携とチーム医療も

キーワードであるが、医療連携の例として平成２２年度から医政局所管の在宅歯科医療連携室整備事業を示されていま

す。(左下図参照) 

 

大阪府歯科医師会は、大阪府から委託を受け、歯科保健医療対策事業（厚生労働省・医政局）の「在宅歯科医療連携室整

備事業」を実施されています。在宅歯科医療を推進するため、医科や介護等との連携窓口、在宅歯科医療希望者等の窓

口となり、在宅歯科医療や口腔ケア指導が実践可能な歯科診療等の紹介、在宅歯科医療に関する広報・普及啓発等を行

う「在宅歯科医療連携室」を設置し、関係医療機関・団体との連携による訪問歯科医療の普及を図ることを目的とされてお

ります。(右下図参照) 

 

平成２１年厚生労働省「簡易生命表」によると、日本人の「平均寿命」は男性

７９．５９歳、女性８６．４４歳と、世界一を誇っています。ただこれは、日常的

に介護を必要としないで自立した生活ができる「健康寿命」とは違い、その

健康寿命は男性７２．３歳、女性で７７．７歳となっています。したがって、そ

の差が「何らかの介護が必要」とされる期間となります。とはいえ、健康寿命

も世界一の日本。皆さまは何歳まで生きたいと思われますか。 
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在宅歯科医療連携室整備事業 

 

「世界一の長寿国！日本！」の巻 ＯＤＨＡ 

かわら版 
 

《 在宅歯科医療連携室整備事業 》 

歯の雑学クイズ 

（１）成人の歯の平均寿命が最も長いのはどの 

部分の歯？ 

  Ａ．下あごの１番目の歯（中切歯） 

  Ｂ．下あごの前から３番目の歯（犬歯） 

  Ｃ．下あごの１番奥の歯（第二大臼歯） 
 

（２）８０歳での平均歯数は何本？ 

  Ａ． ８本    Ｂ．１２本    Ｃ．２０本 
 

（３）次の動物のうち、歯の数が一番多い動物 

   はどれ？ 

  A．サル     Ｂ．ブタ    Ｃ．ネズミ 

（インターネット他、引用） ※ 回答は４面 

★世界の平均寿命ランキング（世界平均男性６５．４歳、女性６９．８歳）★ 

 

第１位…日本（８３歳）第３位…モナコ（８２歳）第１１９位…北朝鮮（６６歳） 

第１８３位…中央アフリカ（４１歳）      第１９２位…ジンバブエ（３６歳） 

（WHO加盟国 192 ヶ国 201１年データ） 


